
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校通信「ヤマすけ」 

群馬県立長野原高等学校 発行 平成 25 年 11 月 27 日（金）第 4 号（通算 128 号） 

http://www.gsn.ed.jp/gakko/kou/naganohara/ 

[住所]長野原町与喜屋21-1 [電話]0279(82)2388 [F AX]0279(82)2810 

《11 月～H26.１月の予定》 

  
11/２８(木)２学期 期末考査(～2/3(火))  

 12/０３(火)風紀検査 

       アルバイト説明会 

   ０６(金) 図書館一般開放、読み聞かせ 

   ２０(金)終業式、 図書館一般開放 

1/１４(火)始業式、風紀検査 

   １６(木)基礎学力テスト 

   １７(金) 図書館一般開放 

   ２４(金) 図書館一般開放、英検③ 

   ２９(水)硬筆検定③ 

   ３１(金)漢字検定③ 

2222 学年修学旅行学年修学旅行学年修学旅行学年修学旅行。。。。沖縄沖縄沖縄沖縄にににに行行行行ってきましたってきましたってきましたってきました！！！！     

 “You cannot teach a man anything; you can only help him to find it within himself. ”(Galileo, Galilei) 
「人間は他人に何事も教えることはできない。ただ、自分の努力でそれを発見するのを、手助けするだけだ。」 

 
 群馬から沖縄へ。そして再び“群馬”へ。この非日常的な旅程において、生徒個々人がそれぞれの体験を基に、

新たな世界観を再構築するという思考と認識の挑戦的行為を実践したことは、ほぼ間違いないでしょう。大切

なのは、旅立つ前と後では、自分自身やそれまで暮らしていた生活環境に対する認識に何らかの変化が生じる

こと。 
これぞ、旅の醍醐味であり、神髄。 
 “Seeing is believing.” しかし、何を見るかより、どう見るかの方が重要です。物の見方については、今後、先

入観や主観的真理を克服しながら多くの知識と経験を積み重ねることが求められます。沖縄の風土や人々が新

鮮に感じられたように、将来の様々な経験を人生の糧としていってもらいたい。 
修学旅行中の集団行動や、平和講話後の生徒代表挨拶も、旅行社の方から絶賛していただくほど、すばらし

いものでした。最終的に自分の力で築き上げた認識や理解は、この世界で生きていくための重要な武器となり

ます。今回の修学旅行が、生徒たちにとって広義の意味での自己・他者理解の手助けとなったことを願ってい

ます。 
２学年主任 矢島宏三 
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３
年
生
、
日
帰
り
で
東
京
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

去
る
10
月
31
日

（木
）
、
３
年
生
は
東

京
の
上
野
方
面
へ
日
帰
り
旅
行
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
当
日
は
６
時
半
に
長
野
原
草
津

口
駅
を
出
発
し
、
渋
川
駅
ま
で
は
各
地
で
最

寄
り
の
生
徒
を
拾
い
、
高
速
道
路
を
使
っ
て

東
京
に
向
か
い
ま
し
た
。 

最
初
の
見
学
地
は

「上
野
動
物
園
」
で
、

予
定
通
り
の
到
着
で
し
た
。
生
徒
達
は
、
生

き
た
動
物
達
を
間
近
で
興
味
深
く
見
学
し

て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
広
い
園
内
だ
っ
た
の

で
時
間
の
関
係
で
見
学
で
き
た
場
所
が

一

部
分
だ
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。 

次
に
、
班
別
自
由
行
動
と
な
り
、
生
徒
た

ち
は

「浅
草
雷
門
の
仲
見
世
」
や

「秋
葉
原
」

を
散
策
し
た
り
、
中
に
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

直
下
の

「ソ
ラ
マ
チ
」
に
ま
で
足
を
の
ば
し
た

班
も
あ
り
ま
し
た
。
人
通
り
が
多
く
ご
っ
た
返

し
た
中
だ
っ
た
の
で
、
集
合
時
間
に
遅
れ
た
班

も
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
問
題
も
な
く
無
事
に

行
っ
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
何
よ
り
で
し

た
。 東

京
の
最
先
端
の
技
術
や
古
き
良
き
伝

統
・
文
化
な
ど
を
満
喫
で
き
、
ま
た
友
達
と
の

友
情
も
深
め
ら
れ
、
と
て
も
よ
い
旅
行
だ
っ
た

は
ず
で
す
。
生
徒

一
人

一
人
が
、
こ
の
一
日
旅

行
の
経
験
を
今
後
の
人
生
に
少
し
で
も
役
立

て
て
も
ら
え
る
と
幸
い
で
す
。 
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1 飯山直樹 2年2組 ２７’１８ 1 小寺郁穂 3年2組 ２０’２２

2 山野柾紀 1年1組 ２９’１９ 2 白鳥夢佳 2年2組 ２０’４１

3 新井憲伍 3年2組 ３０’３８ 3 永谷　妙 2年2組 ２２’２４

4 市川雅也 1年2組 ３１’３０ 4 細内美鈴 2年1組 ２２’４０

5 中島拓海 3年1組 ３１’４１ 5 林篠未羽 2年1組 ２３’０１

6 加藤拓郎 3年1組 ３１’５３ 6 霜田麻衣 2年1組 ２３’０１

男子 女子


